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和牛・水牛・山羊乳を用いた『延喜式』に基づく古代乳製品「蘇」の再現

新潟大農　○斎藤瑠美子　東農一大畜産　福崎直美　新潟大概育　勝田啓子

　目的　わが国の古代(奈良■平安時代)において蘇および酪・醇等の乳製品があったと

考えられる。演者らは、これまでホルスタイン種の牛乳を用いて『延喜式』『斉民要術』

等の史書に基づき蘇および酵を再現し、その保存性に焦点をあてた実験を行ない報告して

きた。し｡かし、ホルスタスン種の牛乳で再現したものがはたして古代乳製品と云えるかど
うか疑問であった。そこで本研究では和牛・水牛・山羊の乳を用い、主として蘇の再現実

験を行ない、ホルスタイン種のそれと比較するとともに古代乳製品の蓋然性を検討する。

　方法　1)試料一東京農業大学富士畜産農場で飼育している和牛・水牛・山羊の乳を用い、

『延喜式』に基づき加熱濃縮によって蘇の試料を調製した。2)水分活性(aW)はLufft社の
水分活性装置を使用して測定した。3)成分分析は常法によって行なった。

　結果　和牛・山羊の生乳の水分含量はそれぞれ31.0,89.9 %であり、ホルスタイン種の

生乳(87.8 ％)より高い値を示したが、水牛の生乳は81.4％で低い値となった。そこで蘇

の再現を試みたところ和牛・山羊の乳は濃縮率14％まで濃縮することが可能であったが、
水牛の乳は25％以下に濃縮することが出来なかった。また、濃縮している際に和牛・水牛

の乳は約50％濃縮時に青緑色を呈したが、和牛は濃縮が進むに従って乳白色となった。と

くに和牛乳は加熱中に凝縮せずクリーム状態を保っていた。蘇の再現試料の形状をみると、

山羊乳はこれまでのホルスタイン種と同様に凝縮した塊状、粒状であったが、水牛乳は穎
粒状で、和牛乳は粉状であった。和牛・水牛・山羊の水分活性(aW)はそれぞれ0.89,0.90,

0.90とほとんど差がなかったが、ホルスタイン種(0.59)よりも高い値を示した。

C 62
゛笏長脈iま漣虞j からみたI'f世紀半ば雀｡?ri蒼にあヽける食季と吹養

山口秘教負　o五島淑子

　@的　天痛期長v･|蕎の地読であ3 <^防気風土建産実j, 左tとIこ、当時・食盆結。一面左

明らがヽにt る。具藤的には、食品。種類、朕給量*ヽよロ･'栄養状況きBR t *ヽにし、当時・食

辱の対鼻を考察する。

　方法『附長蔽土産y架。に記載された食明産常につヽ･て、ﾃﾞ一9 ﾍﾞ'－ス左作成し、/免

料の同吏^^fv'、当時・者淵。総生息量を着定^l (農彦婢・獣鳥類､こつ､ヽT I* t でに報

告しr= (衆良々家玖研藍(|)､山口大学研衆輸集溥､2)。それらをもい＝、当時・Ad (な､３

万k　およひ 5政ﾖで尊し- I Aﾄﾖあたりの雇豺の欣給畳£算it t 3 。Sた雇品成あ

い･tr)を凌用し^蒙着恚等准函量i£々 . そ。対象μmらヵヽにt i．

　銘釆　ﾉ帥粕秩齢量々､らま。ニとが･明りヽになっr-。

c挺祁で､恥コメ　ムギ・携持iが冷く、コノは移ま米、種子素左除ヽjて、I X川ヨあた

り齢30り-fあ・だ。②Aそ婦では、サツマイモつヽIて"サトイモが｀今夕ヽ-, t=。②艮類はダイ

スが冴かツた、c男菜雌はﾀﾞ･ﾉfコンの/併給量が‘最も今< 、つ、･でカフ≒ナズで冽、t-r.

R動印性孝品でI*. 海産蒙､籾・凍給量ヵ溥かったｰ。

　豪農乖等伐砂量々ヽちみi と、くI)穀類の総ｴｰ澪/レr一に占<り3椚冷り齢7め'^"あった。

oタ> /vク質ls ｡ 穀類、豆麟pヽb の尿癩病かが'方3く、動物性凌ヽ品(獣為澱、芦､貝頬、胤

類)の釣合､3,りか。た。③昭和故年の山口県にあヽけ3 鳶庵事薄厦取量とに漱す3 t、全

牌的ヒーべ少なめで、と（吟動物泄食み、脂す、じヽタ2 ンP，が≒不足、夕;- /＼・ク質、カルシ

ウ、、じ｀タiンAび々？不良レーz い3･傾向が-S忍あふれた。


